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第 3 章では、光スイッチの主要部材である微小磁性膜パイプ(内径130μm、外径180μm、重量約400μg) の新規な
作製技術やミクロンオーダのスイッチの高精度組み立て技術を提案している。
第 4 章では、第 2 、第 3 章で述べた設計、製造法に基づき試作した世界で最小の 1X2 単一モード光ファイバ可動型
スイッチについて、各種の信頼性試験結果を含めた諸特性を述べ、本光スイッチが実用性に優れ、高信頼であること
を示している。





















(5) 1 x2 単一モード光ファイパスイッチを試作し、その特性測定の結果、次のような光スイッチ特性を有すること
を明らかにしている。
(a) この種のスイッチの中では世界最小 (3 cm3 ) 、軽量 (6 g) 、低電力 (10 mW) である。
(b)広い波長範囲(1.25~1. 65μm) 、および広い温度範囲(-30oC~600C) にわたって、優れた光学特性(挿入損
失0.31 dB、反射52 dB および平均スイッチ時間 2 ms) を有している。
(C)1 08 回スイッチ連続動作耐久試験、振動試験、および衝撃試験などをクリアし、信頼性が十分に高い。
(6) 1 x2 光スイッチによる種々の組み合せ構成法を提案しており、例えば、複数個の継続接続による 1xN スイッ
チを構成試作し、実用的な諸特性を確認している。
(7) 本スイッチの応用技術として、冗長構成された NTT 光通信システムへの導入例を述べるとともに、スイッチ応
用光波制御デバイスの構成法、および光計測や光センサーシステムへの応用を提案し、本スイッチが広範囲な
分野への応用の可能性を有していることを明らかにしている。
以上のように、本論文は、これからの単一モード光ファイパネットワークに必要な小型・高性能な可動型スイッチ
の実用化に関する多くの新しい知見を含んでおり、光電子工学の発展に寄与するところ大である。よって本論文は、
博士論文として価値あるものと認める。
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